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24年6月期第３四半期の業績についてご説明します。

3Q累計実績は、受注高は前年同期比10%増の1,897億円、売上高は15%増の1,852億円、営
業利益は60%増の204億円とそれぞれ大幅に増加しました。

受注高については、
先端ロジック・メモリは、調整局面が続いていましたが、下期に入り投資回復に向かい始めています
１Qに集中した日本・中国のSiCパワーデバイス投資も２Q以降もコンスタントに継続しています。
EVバッテリーの小型大容量化、安全性向上に向けた正極集電体のアルミ箔から両面アルミ蒸着膜への
置き換えの量産投資が１Qに本格化し、前年同期比大幅に増加しました。

売上高については、受注高増加により前年同期比、増加しました。

営業利益は、利益率が相対的に高い半導体・電子の売上高が着実に増えていることに加え、
μOLEDなど一時的な高利益率案件が3Qに寄与したことなどにより、大幅に改善しました。

なお、年間計画の受注高2,500億円、売上高2,450億円、営業利益230億円、営業利益率
9.4%は、計画達成見込みです。
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受注高は、サマリーでご説明した通り、パワーデバイスやバッテリー関連の投資活発化等により、前年同
期比増加しました。

売上高も前年同期比増加、営業利益もミックス改善・高利益率案件の貢献等により大きく増加し、
3Q累計の営業利益率は11.0%と3.1pt改善しました。

右のグラフをご覧いただいても、Q毎に営業利益が改善してきていることがお分かりいただけると思います。
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左の受注高のグラフをご覧いただくと、前年同期比、大きく増加し1,897億円となりました。
成長ドライバーの中でも特にパワーデバイス、バッテリーが牽引した形となっています。

半導体は在庫調整等で調整局面が続いていましたが、先端ロジック・メモリは下期に入り投資回復に向
かい始めています。
電子部品は、パワーデバイスの中でもSiC投資が日本・中国で活発です。
また、各種電子デバイスに含まれるパッケージング投資はまだ規模もそれほど大きくありませんが、活発化
してきており、３Q累計で60億円程度の受注となっています。

FPDは、パネル関連の投資は前年同期比減少しましたが、EVバッテリー関連の投資が１Qに集中して
活発化したため受注増加を牽引しました。

コンポーネントの受注・売上の増加はリークテスト装置事業を一般産業から移管した影響が50億円前
後と大きくなっています。一般産業は当該事業の減少を、凍結乾燥や磁石関連の焼結炉ビジネスの伸
びで補いました。

この結果、受注残高は1,485億円と高水準が続いています。

右のグラフの売上高は半導体電子が542億円から671億円に増加するなど、前年同期比242億円増
加し、1,852億円となりました。

また、FPDにおけるバッテリー関連の売上高は、３Q累計で90億円を超える水準で貢献しています。
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四半期毎の利益率を見ると、3Qの利益率が大きく改善しています。
利益率が相対的に高い半導体・電子の売上高が着実に増えていることに加え、
高利益率案件が3Qに寄与したことなどにより、
売上総利益率は33.8%、営業利益率は 15.5%に改善しました。
売上総利益率は上場来最高水準となっています。
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ご覧のように成長ドライバーは順調に成長しております。
下から順にみると、
パワーデバイスは、SiC投資が、中国に加え、日本でも１Qから始まり活発化しています。
日本のパワーデバイスメーカー各社は6インチでSiC投資を開始しましたが、8インチ化を検討、一部では
投資が始まっていますが、8インチのSiC投資本格化は来期後半以降と見込んでいます。
中国でも引き続きSiC投資が継続する見込みです。

続いて、各種電子デバイスについては、技術革新や増産投資が継続しています。
半導体の微細化に限界が見え始めている中、省エネ対応のためのパッケージング投資が活発化してきて
おり、３Q累計で60億円程度の受注と規模はまだ小さいですが、今後、更に伸びると期待しています。

そして、メモリ投資の中でもDRAMは在庫調整局面から投資回復に向かっています。
今期はHBM関連投資が寄与しています。

また、先端ロジック投資も調整局面から徐々に投資回復する見込みです。
特にMHM工程で3社目に採用されたこともあり、MHM工程とともに、
新たな工程参入でさらに成長させていきたいと思っています。

最後にバッテリーは、EVバッテリーの正極集電体のアルミ両面蒸着膜への第一次投資が前期４Qから
今期1Qにかけて本格化しました。
これらの装置が今4Qから来期１Qにかけて順次稼働し始めますので、
各社とも次なる成長投資を計画しています。

このように成長ドライバーは着実にビジネス拡大を牽引しています。
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左の受注高の4半期推移について補足させていただきます。
１Qはパワーデバイスやバッテリー関連の受注が集中したこともあり、高水準の受注となりました。
２Q・３Qもほぼ予定していた通りの受注となっています。
そして、４Qは600億円以上の受注を見込んでおり、通期計画2,500億円を上回る見込みです。

また、売上高につきましても、当初計画2,450億円を上回る見込みです。
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こちらのスライドは足元のトピックスとなります。

今期、みずほ銀行、三井住友銀行、日本政策投資銀行から
サステナブルファイナンスを活用して資金調達を行いました。

また、MSCI日本株女性活躍指数の構成銘柄への選定を受け、
CDP「気候変動レポート2023」で「B」スコアの認定を受けるなど
環境や社会課題の解決にも積極的に取組んでいます。

私からの説明は以上となります。
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